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泌尿器科領域 におけるBAY o 9867の 臨床的検討

久米 隆 ・中野 博 ・仁平寛巳

広島大学医学部泌尿器科学教室

(主任:仁 平寛巳教授)

新 しいピリドンカルボン酸系抗生剤であるBAY o 9867の 泌尿器科領域における臨床効果を検討

した。尿路性器感染症患者31例(急 性単純性膀胱炎8例,慢 性複雑性尿路感染症22例,慢 性前立腺

炎1例)に 対 して,1回100～200mg内 服,1日2回,1～3週 間投与した。

1.急 性単純性膀胱炎7例(8例 中1例 は年齢76才 のためUTI基 準から除外)は 著効4例,有

効3例 であった。

2.慢 性複雑性尿路感染症22例 は著効9例,有 効9例,無 効4例 で有効率は81.8%で あ った。

3.慢 性前立腺炎の1例 は有効であった。

4.細 菌学的効果は,起 炎菌35株 中32株 が消失し,細 菌消失率は91.4%で あ った。

5.全 例において自他覚的副作用はみられなかった。

新しく開発された合成抗菌剤であるBAY o 9867は,

各種グラム陽性菌,グ ラム陰性菌に対 し強い抗菌力を示

し,特 に腸内細菌に対 しては第3世 代のセフェム剤

(CTX)に まさる抗菌力を有している1)。今回われわれは

尿路性器感染症患者に対 してBAY o 9867を 投与 し,

臨床的検討を行ったので報告する。

I.対 象 と 方 法

広島大学医学部附属病院泌尿器科,お よび中国電力病

院泌尿器科外来において昭和58年11月 よ り59年4月 まで

の期間に尿路性器感染症の診断で治療を必要とした31症

例を対象とした。性別は男性12例,女 性19例 で,年 齢は

19歳か ら83歳 に分布 していた(Table 1)。

投与方法は1回100～200mg内 服,1日2回,7～21

日間投与 した。投与量,投 与期間は疾患により主治医が

判断した(Table 2)。

尿検体は,男 性は中間尿 またはカテーテル尿で,女 性

はカテーテル尿で採尿 し,検 尿および細菌学的検査 を

行った。

臨床効果の判定は急性単純性膀胱炎の場合は本剤投与

後3日 目に,ま た慢性複雑性尿路感染症の場合は5日 目

にUTI薬 効評価基準2)(以 下UTI基 準 と略す。)に 従っ

て行った。そして全投与終了時にもUTI基 準 に準拠 し

て主治医判定を行った。

副作用については,自 他覚症状および本剤の投与前後

における血液生化学的検査値の変化に基づいて検討した。

II.成 績

急性単純性膀胱炎8例,慢 性複雑性尿路感染症22例

(膀胱炎20例,腎 孟腎炎2例),慢 性前立腺炎1例 の詳細

はTable 3,4,5に 示 した。 またTable 6に,主 治

医 判 定 を ま とめ た。 つ ま り急 性 単 純 性 膀 胱 炎 は8例 中 著

効4例,有 効4例 で 有 効 率100%,慢 性 複 雑 性 尿 路 感 染

症 は22例 中 著 効12例,有 効5例,や や 有 効1例,無 効4

例 で 有 効 率77.3%,慢 性 前 立 腺 炎 の1例 は有 効 で,全 体

と して 有 効 率 は83.9%で あ った 。

UTI基 準 に 従 っ た 臨 床 効 果 判 定 をTable 7,8に ま

とめ た 。 つ ま り急 性 単純 性 膀 胱 炎7例(8例 中1例 は 年

齢76歳 の た め 除外)は 全 例 排 尿 痛 は 消 失 し,膿 尿 に対 す

る効 果 は 正常 化4例,不 変3例 で あ り,細 菌 尿 に対 す る

効 果 は全 例 陰性 化 で,総 合 臨床 効 果 は著 効4例,有 効3

例 の 有効 率100%で あ っ た。

慢 性 複雑 性 尿 路 感 染症22例 で は,膿 尿 に対 す る効 果 は

正 常 化9例,改 善3例,不 変10例 で あ り,細 菌 尿 に対 す

る効 果 は,陰 性 化18例,菌 交 代1例,不 変3例 で,総 合

臨 床 効 果 は 著 効9例,有 効9例,無 効4例 の 有 効 率

81.8%で あ っ た。

UTI疾 患 病 態 群 別 の 臨 床 効 果 で は,単 独 菌 感 染 例 は

17例 で そ の 有効 率 は82.4%で あ り,複 数 菌 感 染 例 は5例

で そ の 有 効 率 は80.0%で あ っ た。 詳 細 はTable 9に 示

した。

UTI基 準 に よ る細 菌 学 的 効 果 はTable 10に 示 し た。

つ ま り急 性 単 純 性 膀 胱 炎 よ り分 離 さ れ た 菌 株 はE .coli

6株,P.mimbilis 1株 で,い ず れ も す み や か に 菌 は 消

失 した。 慢 性 複 雑 性 尿 路 感 染 症 よ り分 離 され た 菌 株 は,

Enterococcus 8株,E,coli 4株,C.diversus,C.freun4ii ,

S,marcescens,P.rettgeri,P.aeruglnosa各2株 ,そ の 他

は1株 ず つ の 計6株 で あ っ た。 こ の う ちSmrcesccns

1株 とRaemginosa 2株 が 存 続 した 以 外 は す べ て 消 失

し,細 菌 消 失 率 は89.3%で あ った 。 本 剤投 与 後 に 出現 し
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Table 1 Distribution of age and sex

Table 2 Distribution of daily dose and treatment period

Table 3 Clinical summary of uncomplicated UTI patients treated with BAY o 9867

* UTI:Criteria by the UTI committee

Dr:Dr's evaluation
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Table 5 Clinical summary of prostatitis patient treated with BAY o 9867

Table 6 Overall clinical efficacy of BAY o 9867 by Dr.'s evaluation

Table 7 Overall clinical efficacy of BAY o 9867 in uncomplicated UTI

Table 8 Overall clinical efficacy of BAY o 9867 in complicated UTI
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Table 9 Overall clinical efficacy of BAY o 9867 classified by type of infection

Table 10 Bacteriological response to BAY o 9867

Strains*appearing after BAY o 9867 treatment in UTI

* :Regardless of bacterial count
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た菌は,T.glabrata 1株 のみであった。

起炎菌に対する本剤のMICお よびピペ ミド酸(PPA)

のMICをTable 11に示 した。本剤のMICはP.aerugino-

sa 2株 の うち1株 が25μg/mlと 高値 を示 したが,他 の

菌種ではすべて6.25μ9/ml以 下であった。 これに対 し

てPPAのMICは 本剤に比較 して4～6管 高値を示 した。

副作用については,全 例に本剤によると思われる自他

覚的症状は認めなかった。そして臨床検査が投与前後で

全例に施行され,1例 で尿蛋白が投与前(-)か ら投与

後(+)と な り,こ の変化 と本剤との関係は明らかでは

ないが,そ の後の検査では正常化 していた。その他本剤

に起因すると思われる異常変動は認めなかった。Table

11に臨床検査データを示した。

III.考 案

BAY o 9867は 新 しいピリドンカルボン酸系の合成抗

菌剤で,P.aeruginosa,S.marcescensを 含 むグラム陰性

菌,グ ラム陽性菌,お よび嫌気性菌に対 して広範な抗菌

スペク トラムを有 し,か つ殺菌的作用を有する3廟。ま

た腸管よりすみやかに吸収され,高 い血中および尿中濃

度が得られる6)。さらに前立腺組織への移行 も高濃度に

認められ5},尿路感染症のみならず細菌性前立腺炎の治

療にも期待がもたれている。今回は慢性前立腺炎1例 を

含む尿路性器感染症31例 に本剤を使用 した。急性単純性

膀胱炎では主 として100mg×2/日 投与で治療後3日 目

のUTI基 準判定で有効率100%,さ らに投与 を継続 し7

日目以降にUTI基 準 に準拠 した判定 を行 ったがやは り

100%の 有効率で,3日 目判定,7日 目以降の判定 に差

はみられなかった。細菌学的にも起炎菌は全株が3日 目

にはすでに消失しており,こ れらのことから急性単純性

膀胱炎には100mg×2/日,3日 間投与で充分の治療効

果が期待できると考える。また複雑性尿路感染症では,

用 量別臨床効果(UTI基 準 判定)を みると有効率は100

mg×2/日 投与で85.7%(12/14),200mg×2/日 投与で

75%(6/8)と 低用量群 に効果がよかった。これは200

mg×2/日 投 与ではUTI疾 患 群別 には難治性の第5群

(複数菌感染,か つカテーテル留置例)が2例 含まれて

いたこと,お よび第3群 が2例 で比較的重症例に使用 さ

れていたことがその原因と考える。投与 日数については,

5日 目の判定 と7～21日 目の判定 とは22例 中18例 が 同じ

であった。判定に差のみられた4例 中3例 は5日 目が有

効で7日 目又は14日 目が著効であった症例で,も う1例

は5日 目が有効で21日 目がやや有効の症例である。複雑

Table 11 Susceptibility of clinical isolates to BAY o 9867 and PPA
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Table 12 Laboratory findings before and after treatment of BAY o 9867

性尿路感染症でも5日 間投与とそれ以降とはおよそ差は

認められず,5日 間投与でも高い有効率が得られた。こ

のことは,本 剤の新薬シンポジウム5)で発表された5日

目と14日 目判定 とに差がみられなかったという成績から

も示唆 される。細菌学的には,複 雑性尿路感染症から分

離された28株 中25株 が5日 目で消失 して細菌消失率89%

と高い値を示 し,本 剤の基礎的成績が生体内でも反映し

ていた。

これらのことから複雑性尿路感染症においても100mg

×2/日 ～200mg×2/日,5日 間投与で充分な治療効果

が期待できると考える。慢性前立腺炎の1例 はE .faec-

Zis1株 が分離され,治 療後すみやかな消失と自覚症状

の改善を得た有効例であった。前立腺炎については症例

が1例 のみで有効性 を検討できないが,前 立腺組織への

移行が良好なことからも本剤の適応 として大いに期待さ

れるものと考える。副作用,臨 床検査値の異常変動とも
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に本剤によると思われる重篤なものはなく,本 剤の安全

性が窺われた。

以上より本剤は,泌 尿器科領域における感染症に有用

な薬剤であると考えた。
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CLINICAL STUDIES ON BAY o 9867 IN THE FIELD OF UROLOGY

TAKASHI KUME,HIROSHI NAKANO and HIROMI NIHIRA

Department of Urology,Hiroshima University School of Medicine

(Director:Prof.HIROMI NIHIRA)

The clinical efficacy of BAY o 9867,a new quinoline carboxylic acid derivative antibiotic
,was studied on genitourin-

ary tract infections.BAY o 9867 was administered orally at daily doses of 200•`400mg for 1•`3 weeks to 31 pa -

tients(8 acute uncomplicated cystitis,22 chronic complicated urinary tract infections and 1 choronic prostatitis)
.

1.The clinical effect on 7 acute uncomplicated cystitis was either moderate or excellent in all the cases by the

Criteria or UTI Committee.

2.The clinical effect on 22 chronic complicated urinary tract infections was either moderate or excellent in 18

cases and poor in 4 cases by the Criteria of UTI Committee (effectiveness rate:81 .8%).

3.The clinical effect on 1 chronic prostatitis was good .

4.Bacteriologically,32 out of 35 strains isolated were eradicated(eradication rate:91 .4%).

5.No apparent subjective or objective adverse reactions were observed .


